
所
領
設
定
か
ら
み
た
薩
摩
落
地
方
知
行
の
地
域
構
造

矢

野

正

浩

所領設定からみた薩摩藩地方知行の地域構造

は
じ
め
に

薩
摩
藩
に
関
す
る
研
究
は
、
秀
村
選
三
編
『
薩
摩
藩
の
基
礎
構
造
』
ハ
1
〉
、
『
薩
摩
藩
の
構
造
と
展
開
』
〈
2
〉
、
あ
る
い
は
『
西
南
地
域
史
研

究
』
ハ
ろ
の
一
部
な
ど
に
よ
り
、
近
年
新
た
な
展
開
が
示
さ
れ
た
ο

前
記
論
稿
に
よ
り
、
検
地
や
支
配
・
問
・
郷
土
な
ど
の
藩
体
制
の
基

礎
、
貿
易
を
含
む
商
品
流
通
、
維
新
期
の
諸
問
題
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
藩
政
史
料
・
地
方
史
料
に
基
づ
く
精
轍
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
西
南
辺
境
地
帯
の
諸
領
国
を
幕
藩
体
制
社
会
の
一
つ
の
類
型
と
し
て
「
西
南
辺
境
領
国
型
」
〈
る
と
い
う
見
解
が
提
起

さ
れ
た
。
こ
れ
は
薩
摩
藩
と
い
う
一
藩
規
模
で
議
論
が
終
始
す
る
従
来
の
研
究
視
点
(

5

)

と
は
異
な
り
、
藩
領
よ
り
広
域
を
対
象
と
し
た

地
域
研
究
に
よ
っ
て
薩
摩
藩
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
一
つ
の
仮
説
と
い
え
る

7
1
し
た
が
っ
て
、
幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
は
一
つ
の
藩

の
中
の
地
域
、
さ
ら
に
は
全
国
の
中
の
藩
の
相
対
的
な
位
置
づ
け
を
行
な
い
究
明
対
象
に
臨
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
は
以
上
の

問
題
意
識
に
基
づ
く
。

69 

ど
か
い
こ
う
し
ゅ
う
き

幕
藩
体
制
下
の
地
方
知
行
に
関
し
て
は
『
土
芥
冠
儲
記
』
ハ
7
〉
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
国
各
地
に
そ
の
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
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対
象
と
し
た
研
究
官
〉
に
よ
れ
ば
、
地
方
知
行
は
幕
藩
体
制
の
核
心
地
域
か
ら
離
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
辺
境
地
域
に
多
く
見
ら
れ
る
(
旦
と
さ

れ
る
。
地
方
知
行
の
起
源
や
内
容
の
相
違
(
叩
〉
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
触
れ
な
い
が
、
薩
摩
藩
は
幕
藩
体
制
下
、
地
方
知
行
を
堅
持
し
た
、

い
わ
ゆ
る
辺
境
地
域
の
中
の
一
例
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
は
前
記
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
脚
し
て
、
薩
摩
藩
領
内
部

(
H
)
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
(
外
域
・
郷

aJ
が
地
方
知
行
に
よ

り
ど
の
よ
う
に
所
領
設
定
さ
れ
て
い
た
か
を
復
元
し
、
そ
の
地
域
的
特
性
や
パ
タ
ー
ン
化
の
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
さ
ら
に
、
可
能
な
限
り
、
そ
の
要
因
や
背
景
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

地
方
知
行
と
し
て
の
外
城
制
度
と
麓
集
落

薩
摩
藩
の
地
方
知
行
を
支
え
る
制
度
が
、
外
城
制
度
白
〉
で
あ
り
、
そ
の
拠
点
が
麓
集
落
で
あ
る
。
こ
の
外
城
制
度
と
麓
集
落
に
つ
い

て
は
従
来
か
ら
歴
史
学
お
よ
び
地
理
学
の
中
心
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
外
城
制
度
と
麓
集
落
の
関
係
を
端
的
に
示
す
と
以
下
の
よ

い
わ
ゆ
る
P

百
二
の
外
城
d

を
置
い
た
。
外
城
と
い
っ
て
も

じ

と

う

か

り

や

ふ

も

と

城
郭
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
領
内
を
一
一
一
一
一
の
区
画
に
割
っ
て
、
そ
こ
に
地
頭
仮
屋
を
設
け
、
そ
の
周
囲
に
P

麓
d

と
い
う
武
士
集
落

う
に
な
る
。

「
薩
摩
藩
で
は
藩
主
居
館
の
鶴
丸
城
(
鹿
児
島
〉
の
ほ
か
に
、

を
つ
く
っ
て
、
そ
の
地
域
の
軍
事
・
行
政
を
管
轄
す
る
し
く
み
で
あ
っ
た
(
文
中
括
弧
は
筆
者
〉
」
0

〈
巴
(
図
1
こ
こ
の
し
く
み
が
外
城
制

度
で
あ
る
。

従
来
、
地
理
学
的
研
究
で
は
主
に
麓
の
分
布
や
小
城
下
町
と
も
い
え
る
特
徴
的
な
景
観
か
ら
、
麓
の
政
治
的
・
軍
事
的
集
落
と
し
て
の

機
能
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
(
話
。
例
え
ば
、
麓
の
分
布
か
ら
藩
領
内
に
お
け
る
軍
事
的
機
能
が
、
城
下
鹿
児
島
を
中
心
と
し
た
三
段
階
の

行
軍
距
離
圏
詰
〉
に
分
け
て
一
不
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
麓
の
分
布
そ
の
も
の
か
ら
軍
事
・
行
政
面
で
の
明
確
な
規
則
性
や
意
図
を
読
み



71 所領設定からみた薩摩書基地方知行の地域構造

ËS~鹿児島亡1大郷

!mJ私領地仁コ中郷

rZ:J小郷 A 

I? 20 kn 

私領主一覧 ・黒木一島津氏・薗牟田一樺山氏 (以下一門四家)
・入来一入来院民・日置ー島津氏・市成一島津氏・今和泉一島津氏
・鹿龍一喜入氏・喜入一肝付氏・新誠一島津氏・加治木一島津氏
・知覧ー島津氏・吉利一小松氏・花岡一島津氏・垂水ー島津氏
・永吉一島津氏・宮之城ー島津氏・種子島一種子島氏・重富一島津氏
・平佐一北郷氏・佐志一島津民・都城一島津氏

図1 薩摩藩における私領と(大・中・小)郷

資料 IF薩藩政要録』文政期を用いて筆者作成。

※郷の境界については藩政村境界を知るため，大正期行政区画と異なる地域を

筆者が現地調査をした。



-制覇臨)
~ lffl 
・瀞I
口 車領都域内董(1¥外措)
。準輩、廃止もc(は搬のものげ1
.城下町(鹿児島 1、
O野町位量不明確 …， ートー
。一一一ー~j(

図2 薩摩藩における郷外城の境界と麓野町浦町の分布

1744 (延享元)年~幕末
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※鹿児島県内分は鈴木公『鹿児島県における麓・野町・浦町の地理学的研究』

所収5万分の 1地形図による。

宮崎県内分は市町村史誌や筆者が現地調査した結果 (5万分の1)地形図に

よる。



と
る
こ
と
が
で
き
な
い
(
図
2
1
む
し
ろ
既
往
の
研
究
か
ら
導
か
れ
る
重
要
な
点
は
、
麓
や
マ
チ
(
野
町
・
浦
町
〉
の
分
布
(
図
2
)

が
現
在
に
ま
で
至
る
中
心
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
こ
と
ハ
立
、
そ
し
て
郷
が
強
固
な
行
政
的
フ
レ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
ろ
う
(
想
。

一方、

に

し

あ

ひ

が

し

め

日
本
史
学
的
研
究
で
は
い
わ
ゆ
る
西
目
・
東
日
(
き
な
ど
の
大
ま
か
な
位
置
づ
け
、
地
域
区
分
が
用
い
ら
れ
て
は
い
る
が
、
藩

領
内
の
地
域
的
特
質
地
域
構
成
の
面
か
ら
の
考
察
が
少
な
い
ハ
恕
。
ま
た
、
外
城
制
度
の
粋
組
で
あ
る
郷
の
境
域
や
麓
・
野
町
・
浦
町
の

分
布
な
ど
地
理
学
的
研
究
の
主
要
課
題
と
の
接
点
が
見
い
出
し
難
い
。

所領設定からみた薩摩藩地方知行の地域構造

本
稿
で
は
麓
や
そ
こ
に
住
む
郷
土
の
経
済
的
基
盤
と
な
り
、
郷
内
行
政
の
基
本
的
性
格
と
な
っ
た
所
領
の
地
域
構
成
の
相
違
に
よ
る
藩

領
内
各
郷
の
位
置
づ
け
に
注
目
し
た
。
そ
こ
か
ら
旧
来
麓
の
分
布
で
示
さ
れ
て
き
た
外
城
制
度
の
行
政
・
軍
事
的
意
図
が
地
域
に
ど
の
よ

う
に
反
影
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
、
そ
の
型
を
抽
出
す
る
。

藩
内
所
領
の
地
域
構
造

)
 

噌

A(
 
所
領
区
分

地
方
知
行
が
行
な
わ
れ
て
い
た
薩
摩
藩
の
土
地
は
、
蔵
入
地
、
給
地
に
分
け
ら
れ
る
(
表

1
1
さ
ら
に
、
給
地
は
鹿
児
島
給
地
と
諸

外
城
(
所
〉
給
地
に
大
別
で
き
る
(
表
2
1
蔵
入
地
と
は
藩
の
直
轄
領
で
あ
る
。
鹿
児
島
給
地
は
、
城
下
鹿
児
島
に
集
住
す
る
城
下
士

い
ち
も
ん
け
い
っ
し
ょ
も
ち

の
所
領
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
一
門
家
・
一
所
持
・
一
所
持
格
と
呼
ば
れ
一
外
城
(
郷
〉
を
領
有
す
る
万
石
級
の
大
身
の
私
領
(
表
3
・

図
1
参
照
)
か
ら
、
小
身
者
ま
で
幅
広
い
階
層
が
含
ま
れ
る
。
諸
外
城
給
地
は
、
藩
領
を
百
余
り
に
区
画
し
た
個
々
の
外
城
(
郷
〉
の
衆

73 

中
(
郷
土
〉
の
所
領
で
あ
り
、
そ
の
主
要
部
分
は
当
該
外
城
の
中
に
存
在
す
る
(
む
。
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薩摩藩の蔵入高・給地高とその変化

寛永16 慶安元 享保内検 元文元 文政9
弘化4~
嘉永2

(1632年) (1648年)
(1716~ 

(1745年) (1826年)
(1847~ 

1735年) 1849年)

歳入高 195，671 199，170 334，000 348，921 340，000 322，391 
28% 29% 39% 40% 38% 36% 

給地高 490，000 438，871 526，839 568，160 566，598 
70% 71% 61% 63% 64% 

内 高 699，855 683，041 867，027 872，886 889，671 888，990 

表1

『鹿児島県史』巻2等より筆者作成

跡 9 蹴 16 駐:J耕内検 元文6 削:J文政9弘都
(1716~ 
(1741年)

(l847~ 
(1632年)1(1639年)1(1676年)11735年) (1771年)1(1826年)11849年)

鹿児島高 30ふ吋mω 331 ，5.401317， 4761221 ， ~~9 
制 1オ守閣 31(64%)1 (63%) (65%)[ (60%)1 (39%) (61%) 1 (60%) 1 (56%) 

諸外城高 86，6541 88，601 81，2501 95，8391 99，844 112， 1971 116，9121 120，974 
(18%) 1 (18%) (16%)1 (18%)1 (17%) (20%)1 (20%)1 (21%) 

寺社高
2，領75%1)7 ) 
145，987 15，409 16，623 

(神 (25%) (2 %) (2 %) 
(0.4 

高代官附収納 4，412 
(0.8%) 

鹿料児島土役 16，775 16，123 
(3 %) (2 %) 

琉高球国司領 83，085 90，883 90，836 94，230 94，230 94，230 94，230 94，230 
(17%) (81%) (81%) (17%) (16%) (17%) (16%) (16%) 

薩摩藩における給地高構成表2

計

表3

34，011石
15，755 
10，165 
8，137 
6，567 
6，934 
5，374 
5，099 

一所持等の私領地

(島津一族)
(同)
(種子島氏)
(北郷氏)
(島津一族)
(同佐多氏)
(肝付氏)
(島津一族)

都城家
宮之城家
種子島家
平佐家(川内)
日置家
知覧家
喜入家
花岡家(鹿屋)

家r~ 

加治木家
垂水家
重宮家
今和泉家

所領は麓所在地のほか，

各地に飛地をもっていた。

典拠:鈴木公『鹿児島県における麓・野町・浦町の地理学的研究』私書版p.23 
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100 
90 
70 
50 
20 く1
0% I 
o 20kmー「

図3 天明 2 (1782)年，薩摩藩における郷(外城)別給地率

資料:r鹿児島藩租額事件J11近世社会経済叢書~ 4より筆者作成。



76 

そ
こ
で
、
蔵
入
地
・
鹿
児
島
給
地
・
諸
外
城
(
所
)
給
地
の
三
者
の
配
置
・
分
布
を
検
討
し
た
い
。
こ
の
三
者
の
薩
摩
藩
全
体
と
し
て

の
状
況
を
知
る
体
系
的
資
料
は
管
見
の
限
り
で
は
き
わ
め
て
乏
し
い
が
、
こ
こ
で
は
年
代
の
異
な
る
二
つ
の
史
料
を
補
完
的
に
用
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
検
討
を
進
め
る
。

(2) 

蔵
入
高
と
給
地
高
の
地
域
構
成

ま
ず
、
蔵
入
高
と
給
地
高
畠
)
の
関
係
は
表
1
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
薩
摩
藩
支
配
体
制
の
完
成
を
み
た
と
さ
れ
る
享
保
内
検
以
降
、

蔵
入
高
が
少
し
低
下
傾
向
に
あ
る
が
、
相
対
的
な
割
合
は
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い
。
享
保
内
検
以
降
、
蔵
入
高
は
四
割
あ
る
い
は
四
割

弱
を
占
め
、
内
高
に
占
め
る
割
合
は
給
地
高
よ
り
も
低
い
。
し
か
し
、
給
地
高
に
は
表
2
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
琉
球
国
司
領
高
が
、
蔵
入

高
に
は
道
之
島
・
屋
久
島
な
ど
島
填
部
の
石
高
が
含
ま
れ
て
い
る

ay
本
稿
で
は
、
地
方
知
行
に
よ
る
所
領
構
成
を
検
討
す
る
め
た
本

土
と
種
子
島
・
甑
島
・
長
島
を
対
象
と
し
て
お
り
、
表
ー
に
示
さ
れ
た
数
値
か
ら
対
象
外
の
地
域
分
を
除
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
そ
こ
で
奄
美
・
琉
球
な
ど
を
除
く
と
、
相
対
的
割
合
は
蔵
入
高
と
給
地
高
の
関
係
に
つ
い
て
は
表
1
に
ほ
ぼ
一
致
し
、
蔵
入
高
は
四

割

1
四
割
弱
を
占
め
る
(
号
。

こ
の
蔵
入
高
と
給
地
高
の
郷
別
構
成
を
知
る
史
料
と
し
て
天
明
二
年
(
一
七
八
二
)

「
鹿
児
島
藩
租
額
事
件
」
(
号
を
用
い
た
。
こ
の

史
料
を
使
用
し
て
図
3
を
作
成
し
た
。
た
だ
史
料
の
問
題
点
と
し
て
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
給
地
で
あ
る
は
ず
の
私
領
に
お
い
て
、
藩
政
史

料
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
、
後
の
検
討
で
も
用
い
る
「
薩
藩
政
要
録
」
(
患
と
具
な
る
点
が
み
ら
れ
ハ
君
、
経
年
変
化
で
あ
る
の
か
、
単
な

る
誤
記
で
あ
る
の
か
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
検
討
に
よ
れ
ば
蒲
生
郷
(
号
、
高
岡
郷
(
州
出
)
で
は
地
方
史
料
と
「
鹿
児
島
藩
租
額
事

件
」
両
者
の
値
が
近
似
傾
向
に
あ
り
、
高
山
郷
〈
ω)
に
お
い
て
も
傾
向
を
変
え
る
ほ
ど
の
差
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

「
鹿
児
島
藩
租
額

事
件
」
は
全
藩
的
な
傾
向
を
知
る
資
料
と
し
て
適
当
と
考
え
た
。



薩摩藩領内国別の蔵入・給地・私領高構成(琉球・奄美等は除く)

| 蔵 入 高 l給地高|私領高|
薩摩国 125，110石 I 130，112石 51，164石|
l E蔵入率:40.8%J 

大隅国 104，818石 111，749石 37，553石|
l E蔵入率:41. 2%J 

日向国 50，490石 64，694石 34，053石l
| 〔蔵入率:33.83幻

| 一石 I 30同|山0石
(39.5%) 

資料:天明 2 (1782)年 r鹿児島藩租額事件J，W近世社会経済叢書~ 4より
作成。※注)損高は除外し，石以下は切り捨てて集計した。

所領設定からみた薩摩審地方知行の地域構造77 

表4

言十

306，273石
(43.2%) 

149，237石
(21. 0%) 

709，743石

254，120石
(35.8%) 

計

ま
た
、
こ
の
「
鹿
児
島
藩
租
額
事
件
」
を
集
計
し
、
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
三
国

か
ら
な
る
薩
摩
藩
領
に
お
い
て
、
蔵
入
高
と
給
地
高
を
み
た
結
果
(
奄
美
・
琉
球

な
ど
の
島
唄
部
を
除
く
)
を
表
4
に
示
し
た
。
蔵
入
高
が
総
計
の
四
割
弱
を
占

め
、
表
1
で
み
た
数
値
と
同
傾
向
を
示
し
た
。
ま
た
、
注
目
し
た
い
の
は
、
蔵
入

高
率
、
逆
に
言
え
ば
給
地
高
率
が
三
国
と
も
似
か
よ
っ
て
い
て
、
大
き
く
偏
る
こ

と
な
く
、
国
単
位
に
か
な
り
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に

よ
り
、
前
述
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
る
と
同
時
に
、
史
料
の
信
恵
性
が
高
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

さ
て
、
図
3
に
表
わ
れ
た
薩
摩
藩
の
給
地
高
率
構
成
か
ら
指
摘
で
き
る
点
を
一
市

す
と
、
以
下
の

3
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

① 

つ
ま
り
蔵
入
率
が
過
半
を
占
め
る
郷
が
藩

給
地
高
率
が
下
か
ら
二
階
級
、

領
の
縁
辺
部
、
海
辺
に
位
置
を
占
め
て
存
在
し
、
特
に
四
つ
の
隅
に
顕
著
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
北
二
隅
は
肥
後
口
(
北
西
〉
、

日
向
日
(
北
東
)
と
称
さ

れ
る
主
要
交
通
路
が
通
り
、
他
藩
や
天
領
と
大
き
な
地
形
的
障
害
が
な
く
通
じ
る

は

み

こ

う

や

ま

か

し

わ

ば

る

く

し

ら

部
分
で
あ
る
。
一
方
、
南
側
は
山
川
・
坊
津
、
波
見
(
高
山

γ
柏
原
(
串
良
)
・

志
布
志
な
ど
の
港
を
擁
し
た
、
南
方
・
上
方
・
江
戸
へ
の
接
点
と
な
る
地
域
で
あ

る。
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@ 

そ
の
反
面
、
城
下
鹿
児
島
の
周
辺
部
、
山
地
や
シ
ラ
ス
台
地
と
そ
の
聞
析
低
地
が
広
が
る
所
に
、
給
地
高
率
の
高
い
地
域
と
私
領

の
集
ま
る
地
域
(
む
が
み
ら
れ
る
。

@ 

藩
領
内
各
地
と
城
下
鹿
児
島
を
結
ぶ
役
割
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
低
平
地
の
聞
け
た
湾
内
要
所

auは
、
蔵
入
率
が
高
い
地
域

と
、
私
領
と
い
え
ど
も
島
津
一
門
の
四
家
(
重
富
・
加
治
木
・
垂
水
・
今
和
泉
〉
が
存
在
す
る
。

こ
の
①
、
@
、
@
に
よ
り
、
城
下
鹿
児
島
を
中
心
に
湾
沿
岸
部
、
周
辺
部
、
縁
辺
部
の
三
固
か
ら
な
る
周
圏
状
の
構
造
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ
れ
ら
は
上
原
兼
善
の
指
摘
(
お
〉
通
り
、
元
和
五
年
(
一
六
一
九
)
の
上
知
令
に
よ
っ
て
、
蔵
入
地
が
「
海
辺
た
る
べ
き
事
」
に
よ
り

収
納
さ
れ
た
こ
と
(
号
な
ど
の
影
響
が
小
さ
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
鹿
児
島
湾
が
深
く
入
り
込
み
、
都
城
な
ど
の

内
陸
盆
地
の
他
、
沿
岸
部
に
沿
う
か
た
ち
で
の
み
低
平
地
が
存
在
す
る
薩
摩
藩
の
地
形
か
ら
、
そ
の
海
岸
線
が
、
生
産
の
場
お
よ
び
年
貢

設
定
や
交
易
(
貿
易
〉
の
場
と
し
て
認
識
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

(3) 

外
城
(
所
)
惣
高
と
外
城
(
所
)
給
地
高
の
地
域
構
成

次
に
、
給
地
高
の
中
身
、

つ
ま
り
鹿
児
島
給
地
と
諸
外
城
(
所
〉
給
地
の
地
域
構
成
を
検
討
し
た
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
前

述
の
通
り
、
給
地
の
み
の
内
部
構
成
を
郷
ご
と
に
全
藩
的
に
把
握
で
き
る
史
料
が
管
見
の
限
り
で
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
各
郷

、p
b
φ
う
し

つ
ま
り
郷
土
(
家
中
土
〉
高
(
お
〉
の
割
合
か
ら
検
討
を
進
め
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
郷
土
が
そ
の
管
轄
し

の
所
惣
高
に
対
す
る
所
給
地
高
、

た
郷
の
惣
高
の
う
ち
ど
れ
ほ
ど
の
高
を
保
持
し
て
い
た
か
が
判
明
す
る
。
史
料
と
し
て
、
文
政
年
間
の
「
薩
藩
政
要
録
」
詰
〉
を
用
い
、

図
4
を
作
成
し
た
。
表
2
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
郷
土
(
諸
外
城
)
高
は
給
地
高
全
体
の
二
割
程
度
に
し
か
す
ぎ
ず
、
図
4
で
二

O
パ

l
セ

ン
ト
以
上
の
郷
は
平
均
よ
り
も
郷
土
高
が
高
い
所
と
い
え
よ
う
。
表
1
、
表
2
か
ら
石
高
の
相
対
的
変
化
は
僅
か
で
あ
り
、
天
明
期
の
図



79 所領設定からみた薩摩藩地方知行の地域構造

… f綴g]40 
・…
恥 cd30
ぬぶ~20
昨問10 λ 
隠羽0% 't-

o 20km-T・-
ー‘

図4 文政9-13 (1826-1830)年，薩摩藩における所(郷)惣高に対する所

(郷土)高率

資料:I薩藩政要録」巻5より筆者作成。
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図5 寛永16(1639)年，薩摩藩における外波別100石以上外城衆中数

資料:W鹿児島県史料旧記雑録，後編六附録一』より，筆者作成。
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3
と
文
政
期
の
図
4
を
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

図
4
に
示
し
た
郷
土
高
率
の
構
成
か
ら
以
下
の
二
点
が
指
摘
で
き
る
。

藩
領
の
四
隅
の
う
ち
、
北
方
の
二
隅
、
肥
後
口
と
日
向
口
の
割
合
が
高
い
。
特
に
天
領
や
他
藩
領
が
大
淀
川
と
宮
崎
平
野
と
し
て

一O
O石
以
上
の

① 
連
続
す
る
こ
と
も
あ
り
、
高
岡
を
中
心
と
す
る
日
向
口
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
図
5
に
示
す
よ
う
に
、

高
禄
の
外
城
衆
中
の
数
で
も
他
を
圧
倒
し
て
い
る
ハ

g。
ま
た
、
北
方
の
藩
境
諸
郷
に
は
地
頭
を
直
接
配
置
し
備
え
て
い
た
。

② 

私
領
の
い
く
つ
か
の
高
い
家
中
士
高
率
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
表
5
・
図
6
に
示
す
様
に
、

一
所
持
、
私
領
主
が
当
該
郷
以
外

所領設定からみた薩摩藩地方知行の地域構造

に
も
か
な
り
多
く
の
所
領
を
保
持
し
て
お
り
、
多
数
の
家
中
士
を
扶
養
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

(4) 

検
証
1

高
岡
郷
と
宮
之
城
島
津
家
の
所
領
構
成
の
ケ
l
ス

|

% 

宮之城七千石 7599.11198 53.7 

市来 79.17717 0.6 

伊集院(副) 1321. 01450 9.3 
鹿児島 66.76442 0.5 

吉国 184.65625 1.3 

阿多 27.66769 0.2 

Hl布施 1. 25 0.01 

加世田 90.94160 0.6 

JII 辺 93.71140 0.7 

溝辺 88.67406 0.6 

曽於郡 144.96 1.0 

踊 22.76493 0.2 

蒲生 118.05925 0.8 

高限 31.16047 0.2 

百引 29.65250 0.2 

末吉 40. 0.3 

串良 71.56426 0.5 

高山 981. 25093 6.9 

志布志 4.32051 0.03 

水引 134.11308 0.9 

樋脇 142.04044 1.0 

山崎 122.74374 0.9 

鶴田 418.36961 3.0 

百次 28.92642 0.2 

大村 64.41807 0.5 

蘭牟田 72.28106 0.5 

羽月(岩瀬) 300.35198 2.1 

馬関田(嶋内) 1196.24125 8.5 

馬越(徳辺) 806.83916 5.7 

81 

宮之城島津家所領一覧

郷名(持切在名)1 石高伺 | 
当領主藤原久方 1 14140.5ω581 

表5

資料:W宮之城町誌』より，筆者作成



82 

図B 宮之城島津家の各郷別所領分布

資料:W官之域町誌、』より筆者作成。
(ハッチ部分が一所:宮之城七千石)



こ
れ
ら
藩
領
全
体
に
わ
た
っ
て
検
討
し
て
き
た
こ
と
が
、
郷
や
私
領
地
の
レ
ベ
ル
で
は
ど
の
よ
う
に
表
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
例
を
他
資
料
か
ら
示
す
こ
と
に
よ
り
、
前
述
の
結
果
の
詳
細
を
補
足
し
つ
つ
、
検
証
を
試
み
る
。

所領設定からみた薩摩藩地方知行の地域構造

高岡郷内12ケ村の蔵入率・給地率

|村高(石)陣入率例郷土高率|鹿児島高率|他郷土高率

表B

飯田村 1642.8 0.2 99.8 

花見村 2099.0 43.2 52.6 0.3 3.9 

高演村 848.8 87.2 10.6 1.8 0.4 

内山村 1322.5 3.2 96.8 

五町村 1330.0 89.4 10.4 0.2 

浦之名村 1432.8 93.1 6.9 

田尻村 1479.2 97.8 2.2 

向高村 923.6 23.2 76.8 

入野村 2269.5 87.1 8.7 0.4 3.8 

深年村 2466.7 90.4 9.6 

八代南俣村 2456.9 90.7 9.3 

八代北俣村 1331. 5 1.6 98.4 

名

83 

村

0.9 (計)高岡郷 /19693.3I 
資料:本田親虎編『高岡郷土史jJ1932年， 62-67頁より筆者作成。

0.2 36.2 62.8 

ま
ず
、
蔵
入
高
と
給
地
高
、
所
惣
高
と
所
給
地
高
を
検
討
し
、
三
圏

構
造
を
指
摘
し
た
が
こ
の
中
で
最
も
外
側
に
あ
り
、
他
領
と
接
す
る
藩

領
縁
辺
地
域
(
蔵
入
高
も
所
給
地
高
も
高
い
地
域
)
の
典
型
と
み
ら
れ

る
高
岡
郷
の
場
合
を
み
る
。
こ
れ
は
表
6
に
示
す
よ
う
に
、
村
ご
と
の

ハ
ラ
ツ
キ
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
鹿
児
島
給
地
が
特
に
少
な

く
、
蔵
入
高
と
所
給
地
(
郷
土
)
高
に
よ
っ
て
の
み
郷
内
が
構
成
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
3
・
図
4
に
よ
る
検
討
結
果
と
共
通
す
る
。

次
に
、
三
圏
構
造
の
中
間
、
周
辺
地
域
の
一
つ
の
典
型
と
し
て
一
所

持
の
領
地
、
私
領
地
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
一
例
と
し
て
宮
之
城
島
津

図7 薩摩落の農政組
織

典拠:原口虎雄『鹿児
島県の歴史』

郷

議|瑳

日iML号
Jib i 
限ぎTt限 相

F15jEjぅj5215i515

由
312fiz 
は族族子
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家
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
宮
之
城
島
津
家
の
領
地
は
表
5
に
示
し
た
よ
う
に
、
本
領
で
あ
る
一
所
宮
之
城
七
千
五
百
石
の
他
に
、
持
高
の

半
分
近
く
が
藩
内
各
地
に
種
々
な
規
模
で
分
散
し
て
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
種
々
な
規
模
の
所
領
が
存
在
す
る
の
は
図
7
に
示
す

よ
う
に
、
薩
摩
藩
の
郷
以
下
の
農
政
組
織
で
あ
る
村
・
門
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
ご
と
に
支
配
が
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
単
位

ご
と
に
丸
抱
え
が
存
在
し
、
郷
ー
一
所
(
持
〉
、
村
|
持
切
在
(
曹
、
門
!
持
切
門
と
し
て
示
さ
れ
る
。
表
5
に
お
い
て
、
宮
之
城
島
津
家

は
宮
之
城
が
一
所
、
括
弧
で
示
し
た
村
々
が
持
切
在
と
な
り
、
そ
れ
以
下
の
規
模
の
小
さ
な
所
領
は
門
や
屋
敷
・
浮
免
詣
〉
な
ど
の
小
単

位
と
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
門
内
部
の
相
給
も
か
な
り
に
及
び
、
場
合
に
よ
っ
て
は
蔵
入
地
・
給
地
も
一
門
内
に
存
在
し
た

ay
こ
の

所
領
の
細
分
化
と
錯
綜
は
著
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
他
領
の
村
の
相
給
に
も
通
じ
る
こ
と
と
い
え
る
。
ま
た
、
表
5
・
図

6
に
み
た
所
領
の
分
散
は
、
検
地
後
の
所
領
割
り
当
て
の
際
、
近
所
・
中
途
・
遠
方
に
分
け
、
く
じ
引
き
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
(
包
こ
と

が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四

お
わ
り
に

地
方
知
行
の
内
容
に
つ
い
て
は
日
本
史
学
の
研
究
に
よ
り
、
そ
の
支
配
権
の
「
近
世
的
性
格
」
や
名
目
化
の
進
行
♀
〉
が
説
か
れ
て
い

る
。
薩
摩
藩
に
お
い
て
も
こ
の
状
況
は
同
様
で
あ
り
ハ
想
、
特
に
、
在
地
性
を
否
定
さ
れ
た
城
下
士
に
お
い
て
表
わ
れ
る
。

一
方
、
在
方

に
あ
り
、
そ
の
政
務
・
生
活
上
在
地
と
深
く
関
わ
っ
た
郷
土
(
特
に
上
級
〉
の
伸
展
ぶ
り
が
あ
り
、
盛
衰
は
表
裏
を
な
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
(
旬
。

し
か
し
な
が
ら
、
幕
藩
体
制
お
よ
び
藩
と
い
う
粋
内
に
お
い
て
政
権
担
当
者
(
集
団
)
は
か
な
り
の
意
図
を
も
っ
て
、
当
初
所
領
設
定

を
行
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
そ
れ
が
地
域
に
反
影
さ
れ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。



結
局
、
各
々
の
行
政
単
位
段
階
で
モ
ザ
イ
ク
状
の
錯
綜
を
示
す
薩
摩
藩
の
所
領
設
定
と
そ
の
結
果
表
わ
れ
た
所
領
構
成
は
以
下
の
三
点

に
ま
と
め
ら
れ
る
。

定
し
た
。

① 

蔵
入
地
・
給
地
の
設
定
に
際
し
、
薩
摩
藩
は
藩
領
縁
辺
地
域
、
特
に
四
隅
の
外
部
接
触
地
域
に
蔵
入
地
・
所
給
地
を
重
点
的
に
設

一
方
、
城
下
と
湾
岸
の
核
心
地
域
に
は
一
門
家
領
地
と
蔵
入
地
を
重
点
設
定
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
問
、
城
下
の
周

辺
地
域
に
広
く
一
所
持
の
私
領
地
を
含
む
給
地
率
、
特
に
鹿
児
島
給
地
率
の
高
い
地
域
を
設
定
す
る
。

て
三
層
か
ら
成
る
圏
構
造
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
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つ
ま
り
城
下
鹿
児
島
を
中
心
に
し

① 

現
地
支
配
の
強
化
の
た
め
、
縁
辺
地
域
の
う
ち
、
主
要
交
通
路
で
他
領
へ
通
ず
る
北
方
の
肥
後
口
・
日
向
日
な
ど
は
所
給
地
高
を

相
対
的
に
高
め
た
。
端
的
に
は
高
岡
郷
の
例
の
よ
う
に
蔵
入
地

/ 

¥ 

ノ
霊童第I国:中心部、鹿児島+一門家時入地卓越1蹴 p
医ご|第E圏:周辺部、私有地+給地卓越峨。-第E圏:縁辺部、蔵入地卓越+所給地卓越地域。

をチロ

ル

プ

日
ア
ア

モ

要

念

主
概

の

造

海

構

陸
領
の

所

へ
藩

領

摩

藩
薩
仰
れ
的
を
果
た
す
た
め
に
、
三
圏
か
ら
な
る
か
な
り
意
図
の
明
確
な

8
矢
一
下

図
-
所
領
設
定
が
行
な
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

注※
 

と
所
給
地
の
み
の
構
成
に
し
た
。
こ
の
経
済
的
基
盤
に
よ
り
重

点
的
に
置
か
れ
た
高
禄
の
郷
土
も
幕
末
ま
で
維
持
さ
れ
た
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
特
に
二
つ
の
縁
辺
地
域
の
在
地
支
配
・
軍
事

の
強
化
な
ど
が
う
か
が
わ
れ
る
。

@ 

前
記
①
と
@
は
相
互
に
作
用
し
な
が
ら
藩
領
の
生
産

交
易
(
貿
易
〉
を
含
む
支
配
と
外
部
に
対
す
る
軍
事
な
ど
の
目

薩
摩
藩
に
お
け
る
郷
単
位
の
所
領
構
成
が
三
園
か
ら
な
る
周
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圏
的
構
造
を
一
部
す
こ
と
を
、
視
覚
的
に
表
現
す
る
た
め
試
論
的
に
概
念
モ
デ
ル
化
し
て
表
示
し
た
も
の
が
図
8
で
あ
る
。
こ
の
中
の
三
つ

は
各
々
、

第
工
圏
・
:
中
心
部
、
湾
岸
北
部
を
中
心
に
鹿
児
島
城
下
と
一
門
家
、
蔵
入
地
の
卓
越
地
域
。

第
E
圏
・
:
周
辺
部
、
私
領
地
と
給
地
の
卓
越
地
域
。

第
E
圏
・
:
縁
辺
部
、
蔵
入
地
と
所
(
郷
土
)
給
地
の
卓
越
地
域
。

と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
藩
体
制
が
出
現
す
る
担
い
手
・
背
景
と
し
て
筆
者
は
前
述
の
上
知
令
の
他
に
、
太
閤
検
地
前
後
か
ら
全
藩
領
内
に
わ
た
っ

て
行
な
わ
れ
た
私
領
主
・
外
城
衆
中
の
移
動
、
城
下
土
の
集
住
(
哲
と
そ
の
後
の
内
検
に
よ
る
知
行
地
構
成
・
人
的
構
成
の
組
み
替
え
・

交
流
な
ど
幕
藩
体
制
に
対
応
し
た
藩
の
一
連
の
再
編
成
詰
〉
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
と
考
え
る
。

最
後
に
今
後
の
課
題
を
二
点
提
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
本
稿
で
掲
げ
た
三
圏
の
個
々
に
つ
い
て
サ
ン
プ
ル
・
ヶ
l
ス
の
分
析
を
通

し
て
概
念
モ
デ
ル
の
検
討
を
行
な
い
、
体
制
形
成
の
要
因
・
背
景
の
考
察
を
進
め
る
。
そ
し
て
地
方
知
行
が
行
な
わ
れ
た
他
藩
と
の
比
較

検
討
ハ
哲
へ
進
み
た
い
。

付

『

H
』
量一一回

本
稿
は
一
九
八
二
年
度
卒
業
論
文
と
し
て
筑
波
大
学
に
提
出
し
た
「
薩
摩
藩
に
お
け
る
局
地
的
中
心
集
落
|
大
隅
国
始
良
郡
蒲
生
を
中

心
と
し
て
l
」
の
一
部
に
修
正
・
加
筆
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。



前
記
卒
業
論
文
作
成
の
際
よ
り
御
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
黒
崎
千
晴
先
生
・
岩
崎
宏
之
先
生
、

な
ら
び
に
資
料
収
集
と
同
時
に
種
々
御

教
示
い
た
だ
い
て
い
る
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
纂
所
の
先
生
方
、
そ
し
て
日
頃
よ
り
御
助
言
・
激
励
下
さ
っ
た
諸
先
輩
方
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
一
九
八
七
年
度
第
初
回
歴
史
地
理
学
大
会
で
口
頭
発
表
し
た
。

j主
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秀
村
選
三
編
『
薩
摩
藩
の
基
礎
構
造
』
お
茶
の
水
害
房
、
一
九
七

O
。

秀
村
選
三
編
『
薩
摩
藩
の
構
造
と
展
開
』
西
日
本
文
化
協
会
、
一
九
七
六
。

西
南
地
域
史
研
究
会
編
『
西
南
地
域
史
研
究
』

第
一
輯
、
文
献
出
版
、
一
九
七
七
。

同
第
二
輯
、
文
献
出
版
、
一
九
七
八
。

同
第
三
輯
、
文
献
出
版
、
一
九
八

O
。

向
第
四
輯
、
文
献
出
版
、
一
九
八

O
。

同
第
五
輯
、
文
献
出
版
、
一
九
八
三
。

(
4
)

秀
村
選
三
「
序
説
試
論
的
に

i
」
、
前
掲
(
1
)
所
収
、
に
よ
る
と
、
土
佐
藩
・
宇
和
島
藩
、
飲
肥
藩
・
高
鍋
藩
・
薩
摩
藩
・
人
士
口
藩
・
筑
後

柳
川
藩
・
佐
賀
藩
・
大
村
藩
・
平
戸
藩
・
五
島
藩
・
対
馬
藩
と
長
州
藩
(
各
支
藩
も
含
む
)
と
い
う
日
本
列
島
の
西
南
縁
辺
部
の

U
字
形
を
な
す

地
域
を
あ
げ
、
社
会
経
済
構
造
面
で
巨
視
的
に
共
通
の
基
盤
が
存
在
す
る
地
域
と
し
て
「
西
南
辺
境
領
閏
型
」
と
い
う
類
型
を
設
定
し
て
い
る
。

(
5
)
前
掲
(
4
)
の
中
で
「
無
批
判
的
に
『
薩
藩
』
一
藩
の
み
の
独
自
性
・
特
異
性
を
強
調
し
、
一
藩
的
規
模
で
し
か
も
の
を
考
え
ず
、
日
本
封
建
制

社
会
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
周
辺
地
域
と
の
関
連
を
全
く
顧
み
な
い
態
度
」
を
「
薩
藩
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
と
表
現
し
て
い
る
。

(
6
)

西
南
辺
境
領
国
型
に
関
す
る
筆
者
の
考
え
は
、
拙
稿
「
藩
領
よ
り
高
次
の
地
域
区
分
の
有
効
性
に
つ
い
て
」
筑
波
大
学
歴
史
地
理
研
究
会
会
誌

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 



88 

3
、
一
九
八
一
、
一
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
7
)

『
土
芥
鐙
餓
記
』
全
四
三
巻
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
、
(
?
二
ハ
九
O
t
一
六
九
一
)
。

(
8
)
a
金
井
円
「
『
土
芥
冠
儲
記
』
に
お
け
る
幕
落
体
制
の
一
表
現
|
地
方
知
行
の
残
存
を
め
ぐ
っ
て

i
」
信
濃
一
一
一
|
六
、

b
鈴
木
寿
『
近
世
知
行
制
の
研
究
』
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
七
一
。

(
9
)

核
心
地
域
と
し
て
江
戸
・
大
坂
を
中
心
と
す
る
非
領
園
地
域
、
辺
境
地
域
と
し
て
東
北
・
北
陸
・
南
四
国
・
西
中
国
・
西
南
九
州
な
ど
の
領
国

地
域
が
地
方
知
行
の
面
か
ら
あ
げ
ら
れ
る
。

(
叩
)
前
掲
(
8
)
b
、
四
七
O
頁
。

(
日
)
本
稿
の
中
で
対
象
と
し
た
藩
領
と
は
、
本
土
と
種
子
島
・
甑
島
・
長
島
な
ど
外
城
制
度
体
制
の
も
と
に
あ
っ
た
地
域
で
、
支
配
体
制
の
異
な
る

琉
球
・
道
之
島
(
奄
美
)
な
ど
の
島
艇
部
は
含
ま
な
い
。

(
臼
)
外
城
は
慶
長
七
年
二
六
O
二
)
建
設
の
藩
主
居
館
の
内
裁
に
対
す
る
呼
称
で
、
天
明
=
一
年
(
一
七
八
一
二
)
に
は
外
城
を
郷
と
改
称
し
た
。
即

ち
、
外
城
と
郷
、
外
城
衆
中
と
郷
土
は
同
じ
意
味
と
な
る
。
語
句
の
解
説
は
原
口
虎
雄
「
薩
隅
日
の
鷲
集
落
」
豊
田
武
・
原
岡
伴
彦
・
矢
守
一

彦
編
『
講
座
・
日
本
の
封
建
都
市
』
三
、
文
一
総
合
出
版
、
三
二
九
頁
よ
り
抽
出
。

(
臼
)
原
口
虎
雄
「
薩
摩
藩
の
外
城
制
度
と
麓
」
歴
史
手
帖
八
|
三
、
一
九
八
O
、
四
頁
に
よ
る
と
、
「
こ
の
本
土
社
会
構
造
の
根
幹
を
成
す
も
の

か
ど
わ
り

は
、
外
成
制
度
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
細
か
く
い
え
ば
外
城
制
度
の
中
に
包
摂
さ
れ
る
郷
土
制
度
・
門
割
制
度
・
滞
方
制
度
・
町
方
制
度
で
あ
る
。
」

と
示
し
、
広
義
の
外
城
制
度
が
薩
摩
藩
本
土
社
会
構
造
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

(
日
時
)
原
口
虎
雄
『
鹿
児
島
県
の
歴
史
』
山
川
出
版
社
、
一
九
七
三
、
二
ハ
一
一
一
頁
。

(日
)
a
太
田
喜
久
雄
「
薩
藩
領
替
の
研
究
付
、
同
」
地
球
一
五
|
六
、
一
五
|
七
、
一
九
三
一
。

b
押
野
昭
生
「
『
麓
』
集
落
に
関
す
る
二
・
コ
一
の
検
討
」
史
林
四
O
|
四
、
一
九
五
七
。

c
鈴
木
公
『
鹿
児
島
県
に
お
け
る
麓
・
野
町
・
浦
町
の
地
理
学
的
研
究
』
私
書
版
、
一
九
七
O
。

(
時
)
前
掲
(
臼
)
a
、
地
球
一
五
|
六
、
ニ

0
1一
一
一
一
貝
に
は
、
「
因
み
に
六
皇
の
単
位
は
薩
摩
藩
領
内
宿
次
の
平
均
旦
程
と
容
易
に
大
軍
を
動
か
し

得
る
一
日
行
程
で
あ
る
。
之
に
依
る
と
鹿
児
島
を
中
心
と
し
、
六
里
よ
り
二
一
皇
、
即
ち
薩
摩
、
大
隅
の
大
半
を
占
む
る
強
行
軍
一
日
行
程
の
地

域
に
『
麓
』
の
過
半
数
分
布
し
、
一
八
呈
以
上
の
遠
隔
に
亘
る
地
は
何
れ
も
島
興
又
は
所
謂
関
外
四
ケ
外
城
に
属
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
、
軍
事

的
軍
部
落
と
し
て
の
『
麓
』
を
考
察
す
る
上
に
注
目
に
値
す
る
。
」
と
一
万
し
、
城
下
か
ら
の
直
線
距
離
六
皇
単
位
ご
と
の
麓
分
布
か
ら
軍
事
的
機
能

一
九
五
一
。
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き

る

か

わ

か

か

事

み

や

を
説
明
し
て
い
る
。
な
お
、
関
外
四
ケ
郷
と
は
去
川
の
関
の
外
の
高
岡
・
穆
佐
・
綾
・
倉
岡
の
四
郷
を
指
し
、
藩
境
防
衛
上
、
別
格
の
体
制
が
と

ら
れ
た
。

(
臼
)
前
掲
(
日
)
C
。

(
山
崎
)
山
澄
元
「
近
世
『
郷
』
の
歴
史
地
理
学
的
意
義
」
『
織
田
武
雄
先
生
退
官
記
念
人
文
地
理
学
論
議
』
柳
原
書
底
、
一
九
七
て
に
よ
る
と
薩

摩
藩
の
郷
は
中
世
的
領
域
を
否
定
し
て
、
新
た
な
近
世
的
領
域
と
し
て
組
成
さ
れ
、
他
領
に
み
ら
れ
な
い
強
固
な
機
能
を
有
し
た
と
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
に

し

め

ひ

が

し

め

(
四
)
西
目
は
薩
摩
で
土
地
が
狭
く
人
口
密
度
が
高
い
。
東
日
は
大
隅
か
ら
日
向
を
指
し
、
土
地
も
広
く
人
口
密
度
が
低
い
。
よ
っ
て
西
目
か
ら
東
目

に
ん
ぺ

へ
の
人
配
が
開
発
の
た
め
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
薄
内
に
お
け
る
相
対
的
地
域
呼
称
と
い
え
る
。

(
初
)
地
図
や
図
を
用
い
、
位
置
や
境
界
、
空
間
構
成
を
視
覚
的
に
訴
え
た
論
稿
が
、
筆
者
の
管
見
の
限
り
で
は
少
な
い
。

(
幻
)
蒲
生
郷
土
の
給
地
が
大
村
郷
に
(
「
蒲
生
衆
中
高
名
寄
書
抜
帳
」
享
保
十
年
)
、
鹿
屋
郷
土
の
給
地
が
高
山
郷
に
(
後
掲
(
鈎
)
、
一
四
四
頁
)
存

在
す
る
例
が
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
図
3
と
図
4
の
集
計
値
の
相
違
か
ら
、
出
水
や
高
岡
な
ど
は
数
千
石
単
位
で
他
郷
に
郷
土
(
所
)
給
地
が
存

在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
は
別
稿
に
譲
り
、
本
稿
で
傾
向
を
検
討
す
る
に
際
し
て
は
差
し
支
え
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。

(
担
)
本
稿
で
は
史
料
上
、
ま
た
生
産
高
か
ら
考
察
す
る
た
め
土
地
を
石
高
に
置
き
換
え
て
検
討
を
進
め
る
。

(
幻
)
「
大
御
支
配
次
第
様
」
享
保
一
一
一
年
こ
七
二
七
)
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
。
享
保
内
検
時
史
料
で
あ
る
。
な
お
、
西
高
正
俊
・
四
元
健
光

-
実
波
田
輿
「
享
保
内
検
の
研
究
」
佐
々
木
平
伍
郎
・
斎
藤
毅
編
『
薩
摩
半
島
の
総
合
的
研
究
』
伝
統
と
現
代
社
、
一
九
七
一
、
に
活
字
化
さ

れ
て
い
る
。

(
鈍
)
「
薩
隅
日
三
州
石
高
人
員
録
」
文
化
一
一
一
年
(
一
八
一
五
)
『
石
室
秘
稿
』
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
纂
所
蔵
。
こ
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
蔵
入
と

な
っ
て
い
る
奄
美
・
屋
久
島
な
ど
の
島
興
高
五
四
二

O
七
石
余
、
琉
球
島
高
九
四
二
三

O
石
余
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
各
三
注
し
引
い
た
蔵
入
高
・

給
地
高
の
構
成
比
に
相
対
的
変
化
は
な
い
。

(
お
)
「
鹿
児
島
藩
租
額
事
件
」
『
近
世
社
会
経
済
叢
書
」
四
所
収
、
天
明
二
年
(
一
七
八
二
)
年
時
点
の
史
料
で
あ
る
。

(
お
)
「
薩
藩
政
要
録
」
巻
五
、
文
政
九
i
一
三
年
(
一
八
二
六

t
一
八
三

O
)
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
。

ひ

わ

き

〈

し

あ

急

め

も

ぴ

き

n

b

ヒ

戸

ち

な

り

(
幻
)
前
掲
(
部
)
で
疑
問
が
残
る
の
は
、
樋
脇
・
久
志
秋
目
・
百
引
の
諸
郷
が
私
領
と
表
示
さ
れ
て
い
る
点
と
黒
木
・
荷
牟
降
・
市
成
の
私
領
が
私
領

と
表
示
さ
れ
て
い
な
い
点
な
ど
で
あ
る
。
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(
お
)
「
蒲
生
諸
村
田
昌
町
反
並
高
取
調
帳
」
嘉
永
四
年
(
一
八
五
一
)
、
蒲
生
町
図
書
館
蔵
、
に
よ
る
と
、
給
地
高
の
数
値
が
近
似
し
て
い
る
。

(
却
)
本
田
親
虎
編
『
高
岡
郷
土
史
』
一
九
三
二
、
六
二

t
六
七
頁
に
よ
る
と
、
蔵
入
高
の
数
値
が
近
似
し
て
い
る
。

(
ぬ
)
秀
村
選
三
「
薩
摩
藩
郷
村
に
お
け
る
給
地
の
存
在
形
態
l
大
隅
国
高
山
郷
に
お
け
る
鹿
児
島
給
地
|
」
前
掲
(
2
)
所
収
、
こ
こ
で
は
前
掲
(
お
)

を
一
覧
表
と
し
て
掲
載
、
若
干
の
解
説
を
加
え
て
い
る
。

(
幻
)
私
領
も
二
、
三
集
ま
っ
て
連
続
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
藩
体
制
確
立
ま
で
本
貫
地
か
ら
の
召
移
し
・
旧
領
復
帰
・
滅
封
な
ど
種
々
な
変

遷
を
経
て
図
1
の
状
況
に
至
っ
て
お
り
、
歴
史
的
経
緯
な
ど
詳
細
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。
全
体
と
し
て
戦
国
大
名
島
津
氏
の
本
拠
で
あ
っ
た

薩
摩
側
に
私
領
主
が
偏
じ
る
傾
向
に
あ
る
。

(
ロ
)
帖
佐
・
加
治
水
・
国
分
・
垂
水
・
指
宿
・
根
占
な
ど
が
湾
口
・
湾
狭
・
湾
奥
部
を
占
め
て
い
る
。

(
お
)
上
原
兼
善
「
薩
摩
藩
に
お
け
る
軍
制
改
革

l
弘
化
四
年
の
『
給
地
高
改
正
』
の
問
題
を
中
心
に

l
」
前
掲
(
2
)
所
収
。
こ
こ
で
も
前
掲
(
お
)
を

資
料
と
し
て
図
化
と
分
析
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

(
弘
)
図
3
の
分
布
に
表
現
で
き
な
い
村
以
下
の
歳
入
地
・
給
地
関
係
に
そ
の
意
図
が
反
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
(
表
6
な
ど
を
参
照
)
。

(
お
)
家
中
士
と
は
私
領
主
の
家
臣
で
あ
り
、
薩
摩
藩
か
ら
み
れ
ば
郷
士
と
異
な
り
陪
臣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
お
)
前
掲
(
M
m
)

(
幻
)
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)
「
薩
隅
日
三
州
図
田
帳
」
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
纂
所
蔵
か
ら
そ
の
後
の
推
移
を
み
る
と
、
高
九

O
石
以
上
の
郷
土

数
の
順
位
は
①
高
岡
(
二
八
人
)
②
国
分
(
一
三
人
)
①
出
水
、
大
口
(
共
に
五
人
)
と
な
っ
て
お
り
、
傾
向
は
図
5
と
変
わ
ら
な
い
。

(
お
)
持
切
在
の
例
は
前
掲
(
鎚
)
中
に
四
八
か
村
と
二
三
領
主
が
出
現
す
る
。
表
5
で
み
た
宮
之
城
島
津
家
と
一
門
四
家
な
ど
の
持
切
在
の
多
さ
が
顕

著
な
ほ
か
は
一
領
主
に
一
持
切
在
の
型
が
支
配
的
で
あ
る
。

(
お
)
門
と
屋
敷
・
浮
免
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
応
の
概
念
と
し
て
門
が
再
生
産
可
能
な
安
定
し
た
経

営
体
・
領
主
収
取
の
単
位
で
村
落
結
合
の
単
位
体
で
あ
る
の
に
対
し
、
屋
敷
・
浮
免
は
不
安
定
な
門
の
レ
ベ
ル
に
達
し
な
い
存
在
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

(ω)
前
掲
(
初
)
、
一
二
五
頁
。

(
H
U
)

『
鹿
児
島
県
史
』
二
、
一
九
三
九

t
一
九
四
四
、
八
一
一
具
。

(
叫
)
前
掲
(
8
)
b
、
四
七

O
頁。



(
必
)
前
掲

(ω)、
一
四

O
頁
。
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
外
城
制
度
の
組
織
や
支
配
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
原
口
虎
雄
「
薩
藩
郷
土
生
活
の

経
済
的
基
盤
|
其
の
一
上
層
郷
土
の
分
析
l
」
前
掲
(
2
)
所
収
、
前
掲
(
ぬ
)
・
(
お
)
な
ど
が
あ
る
。

(
必
)
前
掲

(ω)、
一
四
二
頁
。

(
何
日
)
桑
波
田
興
「
薩
摩
藩
の
外
城
制
に
関
す
る
一
考
察
」
宮
本
又
次
編
『
藩
社
会
の
研
究
』
一
九
六

O
。

(
目
的
)
九
州
内
だ
け
で
な
く
、
藩
領
規
模
や
藩
体
制
・
藩
成
立
の
経
緯
が
類
似
す
る
仙
台
藩
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
諸
藩
等
が
考
え
ら
れ
る
。

所領設定からみた薩摩藩地方知行の地域構造91 




